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●発表日：平成 26 年（2014 年）7 月 28 日（月）  

 

広域型スピーカー試聴試験を実施します 

 防災行政無線の放送の改善を図るため、現在、旧田原町内を中心に屋外子局（スピー

カー）の再整備を実施しているところですが、その一環として従来のスピーカーの音達

特性を上回る広域型スピーカーの音達距離の測定および聴覚評価を行います。 

 

１ 実施日時 

 平成２６年７月３０日（水） 午後１時３０分～３時 ※少雨決行 

 

２ 実施場所 

スピーカー設置場所：田原市役所南庁舎屋上 

※試聴場所は別紙「広域型スピーカー試聴試験実施区域図」のとおり 

 

３ スケジュール 

 午後１時３０分～１時４０分 試験説明（市役所３０２会議室） 

午後１時４５分～３時      12カ所の測定ポイントで音圧測定と試聴を行う 

 

４ 実施方法 

（１）使用スピーカー 

   ア ＬＲＡＤ－３６０Ｘ ４連×１基（360°放送可能） 

     実施者：コーンズテクノロジー㈱ 

   イ ホーンアレイスピーカー ８連×４基（屋上の四隅に設置） 

実施者：ＴＯＡ㈱ 

（２）放送方法 

同一の音源を使用して２種類のスピーカーで放送し、各測定ポイントで音圧測定

と聴覚評価を行う。放送回数（設営時試験放送を含まず）は４回実施。 

 

５ その他 

   スピーカー詳細は別紙のとおり 

  

（担当）田原市消防本部防災対策課 主査 藤井 電話（０５３１）２３－３５４８ 
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ホーンアレイスピーカーの概要ホーンアレイスピーカーの概要ホーンアレイスピーカーの概要ホーンアレイスピーカーの概要    

① 商品外観（左写真は 4 連型。8 連型もあり。右写真は設置例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 技術 

角型ホーンスピーカーを 4 段以上連結することで「線状音源」を形成し、単体スピーカ

ーと比較して距離減衰が少ないため、音を遠くまで明瞭に伝えることが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 特徴 

1. 高い遠達性（遠達性能は、見通しや風などで大きく変動します） 

⇒従来型屋外スピーカーの 2 倍～3 倍の遠達性 

（4 連型で 500m、8 連型で 800m～1,000m） 

 

2. 高い明瞭性 

⇒500m～1,000m 先でも放送内容が明瞭に聞こえる 

 

3. スピーカー設置場所の近くでも「優しい音」 

⇒垂直方向の指向性が鋭いため、庁舎屋上などの高い場所へ設置することでスピー

カーからの直接音が聞こえにくいため、優しい音を提供可能。 

 

 
ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理ホーンアレイスピーカーの原理

複数のスピーカユニットを垂直方向に近接して並べることで、連続した線音源

を形成します。このスピーカから発せられる音は水平方向には広がりつつも

垂直方向には広がらないため、通常の点音源のスピーカに比べエネルギー

のロスが少なく遠達性に優れています。その為、受音点で同じ音圧を得ようと

した場合、スピーカから発する音圧を低くおさえる事ができ、背面への音の回

り込みも少なくなりクリアーな音が提供できます。
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複数のスピーカユニットを垂直方向に近接して並べることで、連続した線音源

を形成します。このスピーカから発せられる音は水平方向には広がりつつも

垂直方向には広がりにくいため、通常の点音源のスピーカに比べエネルギー

のロスが少なく遠達性に優れています。その為、受音点で同じ音圧を得ようと

した場合、スピーカから発する音圧を低くおさえる事ができます。

 

   



 

ホーンアレイスピーカーを用いた防災行政無線の課題解決方法ホーンアレイスピーカーを用いた防災行政無線の課題解決方法ホーンアレイスピーカーを用いた防災行政無線の課題解決方法ホーンアレイスピーカーを用いた防災行政無線の課題解決方法 

 

・音量不足や輪唱しているようになって「聞こえない」 

・ 防災スピーカーの近くで「うるさい」 

 

【図 1】 

・ 従来型屋外拡声子局（防災スピーカー）は、300m 程度しか音が届かないため、スピーカ

ーを数多く設置することで音が重なる地域が増えて「輪唱」しているように聞こえ、放送

内容が聞き取れない場所が多く発生している。 

・ また上記とは逆に、防災予算範囲内で防災スピーカー数を減らして設置するため、音量が

不足する地区があった。 

・ ホーンアレイスピーカーの音達距離が 500m～1,000m の距離をカバーできるため、これま

で音量不足で聞こえなかった地域でも明瞭に聞こえ、また音の重なりを軽減できるため、

放送内容が聞こえるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】 
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・ 従来型の防災スピーカーは一般的に 15m

未満のパンザマストと呼ばれる柱に設置す

ることが一般的。垂直方向の指向性が広い

ため、スピーカーからの音が直接民家等に

届くため、受音点の音圧が高くなる。 

・ 一方、ホーンアレイスピーカーは、庁舎屋

上などに設置され、また垂直方向の指向性

が狭いため、スピーカーを設置した近隣で

も「優しい」音を提供できる。 

従来型防災スピーカー ホーンアレイスピーカー

スピーカー設置位置

スピーカー設置位置模式図スピーカー設置位置模式図スピーカー設置位置模式図スピーカー設置位置模式図
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